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　 　 【 請 求 項 １ 】 　 ス ズ 化 合 物 （ Ｃ １ ） を 触 媒 と し て 原 料 の （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 ア ル キ ル
エ ス テ ル （ Ｅ １ ） と モ ノ ア ル コ ー ル （ Ａ １ ） と を エ ス テ ル 交 換 反 応 （ Ｒ １ ） さ せ 、 得 ら れ
た 反 応 液 か ら 蒸 留 に よ り 目 的 と す る （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル （ Ｔ １ ） を 留 出 さ せ て 取
得 し 、 そ の 際 に 得 ら れ る ス ズ 化 合 物 を 含 む 蒸 留 残 渣 （ Ｃ ２ ） を 触 媒 と し て 原 料 の （ メ タ ）
ア ク リ ル 酸 ア ル キ ル エ ス テ ル （ Ｅ ２ ） と モ ノ ア ル コ ー ル （ Ａ ２ ） と を エ ス テ ル 交 換 反 応 （
Ｒ ２ ） さ せ 、 目 的 と す る （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル （ Ｔ ２ ） を 取 得 す る （ メ タ ） ア ク リ
ル 酸 エ ス テ ル の 製 造 方 法 に お い て 、 次 の （ １ ） ～ （ ３ ） の 特 徴 を 有 す る （ メ タ ） ア ク リ ル
酸 エ ス テ ル の 製 造 方 法 。
（ １ ） 前 記 エ ス テ ル 交 換 反 応 （ Ｒ １ ） 中 の 反 応 液 に 含 ま れ る 水 分 量 を 前 記 ス ズ 化 合 物 （ Ｃ
１ ） に 含 ま れ る ス ズ 原 子 １ モ ル に 対 し て ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ５ モ ル に す る 。
（ ２ ） 前 記 蒸 留 残 渣 （ Ｃ ２ ） に 含 ま れ る 水 分 量 を 、 前 記 エ ス テ ル 交 換 反 応 （ Ｒ ２ ） に 使 用
す る ま で の 期 間 、 ス ズ 原 子 １ モ ル に 対 し て ０ ． ０ ２ ～ ５ モ ル に す る 。
（ ３ ） 前 記 エ ス テ ル 交 換 反 応 （ Ｒ ２ ） 中 の 反 応 液 に 含 ま れ る 水 分 量 を 前 記 蒸 留 残 渣 （ Ｃ ２
） に 含 ま れ る ス ズ 原 子 １ モ ル に 対 し て ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ５ モ ル に す る 。


	header
	written-amendment

